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学 長 

実験動物管理者 

○マニュアル作成、実験責任者等へ周知 

○教育訓練講習会の実施（年１回） 

○動物実験計画書の審査 

○動物実験報告書の確認 

○自己点検・評価 

動物実験委員会 

実験責任者 

○動物実験計画書                      

○動物実験報告書 

（年度経過・終了・中止・不実施） 

○動物実験計画（変更・追加）申請書             

○実験動物飼養保管施設設置申請書 

○実験室設置承認申請書 

○施設等廃止届 

 

○実験動物入舎届・退舎届 

承認・不承認・差戻し 

○動物実験計画承認書 

○動物実験計画追加承認書 

事務局 

○入退舎管理 

遺伝子組換え実験安全委員会 



動物実験委員会委員名簿 

機関長 職名  学長      氏名  星  和彦 

事務担当者 職名  学務課長    氏名  ■■ ■■ 

同 連絡先 TEL 027-265-1111 FAX 027-265-3837 
e-mail 

chiiki@maebashi-it.ac.jp 

動物実験委員会 職 名 氏 名 カテゴリー* 

委員長 教授 ■■ ■■ ① 

委 員 教授 ■■ ■■ ① 

委 員 教授 ■■ ■■ ① 

委 員 教授 ■■ ■■（外部委員） ② 

委 員 事務局長 ■■ ■■ ③ 

動物実験委員会のカテゴリー欄*には文部科学省基本指針で定められた以下の委員構成の番

号を記載する。 

① 動物実験等に関して優れた識見を有する者 

② 実験動物に関して優れた識見を有する者 

③ その他の学識経験を有する者 



１）実験動物飼養保管施設 

 

２）実験室及び一時保管施設（４８時間以内の一時保管を含む。） 

施設の名称 管理者の

職・氏名 

実験動物管理者の職・氏

名 

（関連資格・経験年数） 

動物種 最大飼養頭数 

（概数） 

動物飼育室１

・２ 

■■・ 

■■ ■■ 

■■・■■ ■■ 

（経験年数１８年） 

マウス 

ラット 

モルモット 

80 

20 

10 

施設の名称 管理者の

職・氏名 

実験動物管理者の職・氏

名 

（関連資格・経験年数） 

動物種 最大飼養頭

数 

（概数） 

生理学実習室

734 

■■・ 

■■ ■■ 

■■・■■ ■■ 

（経験年数１８年） 

マウス・ラット 10 

第１実習準備

室 736 

■■・ 

■■ ■■ 

■■・■■ ■■ 

（経験年数１８年） 

マウス・ラット 10 

学 生 実 習 室

738 

■■・ 

■■ ■■ 

■■・■■ ■■ 

（経験年数１８年） 

マウス・ラット 

・モルモット 

30 

クリーンルー

ム 341 

■■・ 

■■ ■■ 

■■・■■ ■■ 

（経験年数１８年） 

マウス・ラット 

モルモット 

10 

食品機能工学

実験室 332 

■■・ 

■■ ■■ 

■■・■■ ■■ 

（経験年数１８年） 

マウス・ラット 

・モルモット 

10 

基礎生物工学

実験室 334 

■■・ 

■■ ■■ 

■■・■■ ■■ 

（経験年数１８年） 

マウス 10 

生物工学科学

生実験室 313 

■■・ 

■■ ■■ 

■■・■■ ■■ 

（経験年数１８年） 

マウス・ラット 

・モルモット 

10 

食品機能工学

研究室 354 

■■・ 

■■ ■■ 

■■・■■ ■■ 

（経験年数１８年） 

マウス・ラット 10 



 

施設の所在地（承認番号） 

１）実験動物飼養保管施設 

所在地 施設の名称 承認番号 

群馬県前橋市上佐鳥町 460 番地 1 動物飼育室１・２  

 

２）実験室及び一時保管施設（４８時間以内の一時保管を含む。） 

所在地 施設の名称 承認番号 

群馬県前橋市上佐鳥町 460 番地 1 生理学実習室 734  

群馬県前橋市上佐鳥町 460 番地 1 第１実習準備室 736  

群馬県前橋市上佐鳥町 460 番地 1 学生実習室 738  

群馬県前橋市上佐鳥町 460 番地 1 クリーンルーム 341  

群馬県前橋市上佐鳥町 460 番地 1 食品機能工学実験室 332  

群馬県前橋市上佐鳥町 460 番地 1 基礎生物工学実験室 334  

群馬県前橋市上佐鳥町 460 番地 1    生物工学科学生実験室 313     

群馬県前橋市上佐鳥町 460 番地 1 食品機能工学研究室 354 第 16-001 号 

群馬県前橋市上佐鳥町 460 番地 1 廃棄物保管庫 730-4 第 16-002 号 

 

飼養保管施設は、管理者および実験動物管理者による一体化した管理体制の下で、実験動物

の飼養及び保管等を行う施設であり、一般的には動物飼育室の他、器具洗浄等の管理区域、

実験処置室等を含みます。したがって、個々の動物飼育室を指すのではありませんが、全て

の動物飼育室は、実験動物飼養保管施設に所属していなければなりません。一体化した管理

体制による実験動物飼養保管施設であれば、同一敷地内の異なる場所にある動物飼育室を

含むこともあり得ます。なお、哺乳類、鳥類、爬虫類以外の動物の飼養保管施設はこの場合

の数に含みません。 

 

 

廃棄物保管庫

730-4 

■■・ 

■■ ■■ 

■■・■■ ■■ 

（経験年数１８年） 

マウス・ラット 10 



動物実験計画・結果一覧（安全管理を要する動物を含む）

年度計画 モルモット

所属 職名 氏名 実験計画承認日 終了(予定)日 H29
上段：計画匹数
下段：使用匹数

C57BL6N ddY ICR BALB/ｃ
C57BL6J

(SLC)
C57BL6J
(NPWT)

C57BL6J
(NPKO)

C57BL6J
(PHLDB2KO)

C57BL6J
(PHLDB2WT)

C57BL6J　(
LUZP1KO)

C57BL6J　(
LUZP1WT)

C57BL6J　(
NSFKO)

C57BL6J　(
NSFWT)

C57BL/6J
C.KOR/StmS

lc-
Traf3ip2adjm

HR1 HRM2 ＤＸＫＯ Wister Long Evans

Long
Evans(GAD6
5 遺伝子編

集)

F344 Hartley

20 20 20
（遺伝子組換え動

物）

5 7 90
（遺伝子組換え動

物）

25 20 20 20

0 0 0 18

30 30

22 34

25 25

52 0

12 12 2

12 12 2

10

120

236

6

0

168

387

24 24 20 20

0 0 0 0

32 32

55 0

6

3

10 10

0 0

24

0

100 50

75 0

48

0

使用動物

マウス ラット 安全管理
（遺伝子組換

え動物）

承認番号

実験責任者

実験課題名
動物実験
の種類

苦痛の
カテゴリー

実験実施期間

15-001
システム生
体工学科

■■ ■■　■■ 記憶•学習における神経機能の解析 試験・研究

報告

実験の結果・成果

C 平成27年6月18日 平成32年3月31日
年度経
過報告

本動物実験は実験計画に基づき電気生理学的•行動実験的なアプ
ローチにて実施した。空間認識による記憶への影響を観察した。そ
の結果，記憶関連分子ニューロプシンが短期記憶から長期記憶へ
の変換に寄与すること，また作業記憶に関わることが示された。

平成29年度

5

0

5 25

0 0

15-003
システム生
体工学科

■■ ■■　■■
神経系の可塑性メカニズムの解明とそ

の工学的応用
教育・訓練 B

C 平成27年6月18日 平成32年3月31日
年度経
過報告

15-002
システム生
体工学科

■■ ■■　■■
ノックアウト動物を用いた眼優位可塑
性の研究

試験・研究
現在進行中であるが、申請者らが開発した神経活動マッピング法に
より、GAD65欠損ラットでは、眼優位可塑性レベルが低下しているこ
とを示すデータが得られた。

平成29年度

15-004
システム生
体工学科

■■ ■■　■■
プロジェクトIVB （システム生体工学
科２学年必修科目）

6-OHDA注入モデルラットにおける前肢運動機能異常を明らかにし
た。光酸化法を用いて片眼高眼圧緑内障モデルラットの作成に成功
し、網膜神経節細胞の変性を明らかにした。

平成29年度平成27年6月18日 平成32年3月31日
終了報

告

教育・訓練 B 平成27年6月18日 平成32年3月31日
終了報

告

履修者40名が8グループに分かれて、毎週実習を実施した。　実習
の結果は、毎週レポートとして提出させ、最後にひとりずつ実習内容
のプレゼンテーションを行い、その結果を評価した。レポートとプレゼ
ンをチェックした限りにおいては、それぞれが熱心に実習に取り組
み、哺乳類の器官の構造や機能に関する知識を深めることができた
ものと考えられる。

平成29年度

15-006 生物工学科 ■■ ■■　■■
天然物･食品等からの神経作用成分の
探索とその利用に関する研究

試験・研究 B

B 平成27年6月18日 平成32年3月31日
終了報

告
15-005 生物工学科 ■■ ■■　■■ 生物工学実験２−生理学実験 教育・訓練

今年度は特に動物実験がダメだと申し出る学生はいなかったが、解
剖を見ることが出来ない学生は数名いた。取り出した臓器の観察は
全員が行っていた。今年度より、動物実験の説明には、教育訓練講
習会の内容をより簡潔に、しかし重要なポイントは話すようにした
が、解剖実験のレポートの感想を見ると、否定的な学生もおり、理解
してもらえていないようであった。組織を使った実験については、予
想通りの結果が出ており、問題は無かったと思われた。

平成29年度

15-007 生物工学科 ■■ ■■　■■
腸管機能を指標とした機能性成分の探
索とその評価に関する研究

平成29年度は他の実験で忙しく、本実験を実施することが出来な
かった。単離して培養した神経細胞の生理機能を測定する術がな
く、本研究課題は終了させ、環境が整った後に改めて計画申請を行
うこととした。

平成29年度平成27年6月18日 平成32年3月31日
終了報

告

試験・研究 B 平成27年6月18日 平成32年3月31日
年度経
過報告

キャベツ酢はグルコース吸収抑制を起こすことが明らかとなり、主成
分である酢酸を用いて、抑制機構の解明を試みた。酢酸吸収も同時
に調べたが、グルコースも酢酸もNa依存的に吸収され、Naは酢酸吸
収に優位に利用させる結果としてグルコース輸送が減少することが
示唆された。梅リカー抽出液がグルコース吸収を、天然色素エキス
がアルコール吸収を抑制した。

平成29年度

C 平成27年6月18日 平成32年3月31日
終了報

告
実験が進行しなかったために実験を終了する 平成29年度

終了報
告

野菜ジュースの酢酸エチル抽出物をグルコースと同時投与した結
果、グルコース投与後の血糖値上昇が有意に抑制され、またヘキサ
ン抽出物では有意ではないものの抑制傾向がみられた。またかつお
節由来ペプチドを前もって投与した後グルコースを投与したところ、
血糖値上昇の有意な抑制が観察された。

平成29年度

15-008 生物工学科 ■■ ■■　■■
糖質加水分解関連酵素のホリクロナー
ル抗体の作成

試験・研究

16-001 生物工学科 ■■ ■■　■■
慢性及び急性炎症性皮膚疾患に対する
機能性物質の効果

試験・研究

15-010 生物工学科 ■■ ■■　■■
単糖経口摂取による血中単糖濃度上昇
に対する食品成分の作用解析

試験・研究 B 平成28年3月31日 平成31年3月31日

老齢化マウスの皮ふに対するコラーゲンの効果を検討し、保湿性の
向上やキメが細かくなるなどの効果を形態観察などによって明らか
にした。
機能性物質の経口投与により、皮膚疾患を有する実験動物の症状
を形態学的に観察し、効果のあることをひっかき回数の測定などに
よる行動学的解析や皮膚組織切片の染色などにより明らかにした。
次年度より卒研生が変更になるに伴って本実験を終了とする。

平成29年度D 平成28年11月16日 平成33年5月31日
終了報

告

T1D慢性モデルマウスの腎機能について調べた結果、血糖値の上
昇と共に腎機能の低下が認められた。腎臓中ガレクチン-1含量は
血糖値の上昇と共に増加し、発症日から発症後2週目まで漸減し、
その後コントロールマウスと同程度まで減少した。免疫組織染色の
結果、ガレクチン-1は腎臓の尿細管、糸球体に存在し、糖尿病モデ
ルマウスで非常に強く染色された。

平成29年度

16-003 生物工学科 ■■ ■■　■■
ガレクチン類および病態関連タンパク
質の抗体作製

試験・研究 C

C 平成28年11月16日 平成33年3月31日
終了報

告
16-002 生物工学科 ■■ ■■　■■

糖尿病および糖尿病合併症の発症に
伴った生体内タンパク質と腸内細菌叢

の変動解析
試験・研究

マウスに組換えガレクチン-1タンパク質を免疫した。抗体価の上昇
を確認後、マウスを麻酔下で脾臓を採取し、ミエローマ細胞株NS-1
と細胞融合を行った。

平成29年度平成28年11月16日 平成33年3月31日
終了報

告

理研の施設を利用しないと計測出来ず、本学の施設では難しい。 平成29年度

17-001 生物工学科 ■■ ■■　■■
ストレス負荷による病態変化と生体内
タンパク質および腸内細菌叢の解析

試験・研究 C

C 平成28年11月16日 平成33年3月31日

終了報
告／不
実施報

告

16-005
システム生
体工学科

■■ ■■　■■
新規蛍光色素を用いたマウス・ラット
における生体活動の光学計測

試験・研究

2017年度、実施せず。
他の実験に資源を割いたため。

平成29年度平成29年7月25日 平成33年3月31日
終了報

告

17-003 生物工学科 ■■ ■■　■■
骨恒常性の破綻を改善する機能性物質
の効果検討

試験・研究

終了報
告

①アルギン酸ナトリウムを含む（10%）エサを与えて、血糖値、体重な
どの変動について調べた結果、アルギン酸ナトリウム給餌マウスで
は、血糖値の上昇が認められず、アルギン酸ナトリウムに血糖値上
昇抑制作用のあることが示唆された。
②細胞内シグナル伝達促進物質の一つが腎機能を悪化させること
が明らかになった。

平成29年度17-002 生物工学科 ■■ ■■　■■
糖尿病および糖尿病合併症の予防・治
療物質の探索

平成29年7月25日試験・研究 C

薬剤の膝関節への注射を行うことで変形性関節炎モデル動物を作
製し、骨変性の度合いと年骨画像をMRI,組織切片の作製により軟骨
周辺部の染色を行って評価した。
同時に疾患モデル動物に対する機能性物質の経口投与を行ない、
機能性物質の硬骨及び軟骨に対する効果を同様の方法で評価し
た。
実験の結果、機能性物質の投与により、一部の疾患モデル動物の
膝関節骨及び下肢骨の表面や内部の軟骨の擦り減りや形態の変
化が軽度になるなどの改善効果をMRI撮像画像及び組織学的解析
によって示した。
次年度より担当者変更のため、本実験を終了とする。

平成29年度D 平成29年9月12日 平成34年3月31日
終了報

告

平成33年3月31日



⑨⑩施設等の維持管理状況（視察結果等）及び実験動物の飼養保管状況

動物飼育室１ 動物飼育室２

飼養保管の方法 適切な給餌・給水が実施されているか？ ■ Yes ■ Yes
動物の生理、生態、習性等に応じ、必要な健康の管理がなされている
か？

■ Yes ■ Yes

動物の種類、習性等を考慮した飼養又は保管を行うための環境の確保が
されているか？

■ Yes ■ Yes

実験目的以外の動物の傷害や疾病の発生予防措置、発生時の治療等が実
施されているか？

■ Yes ■ Yes

動物の導入時に検疫（書面検疫を含む）、隔離飼育等を実施している
か？

■ 該当せず ■ 該当せず

動物の飼育環境への順化、順応を図っているか？ ■ Yes ■ Yes
異種動物の同一飼育室での飼育、複数個体の同一ケージでの飼育の際、
組合せに配慮しているか？

■ Yes ■ Yes

施設の構造等
飼育ケージは、動物が自然な姿勢で日常的な動作を行える大きさを有す
るか？

■ Yes ■ Yes

飼育室の温度、湿度、換気、照度は、動物に過度のストレスがかからな
い範囲にあるか？

■ Yes ■ Yes

飼育室、飼育装置の等の床、内壁、天井は清掃や衛生状態の維持が容易
な構造を有しているか？

■ Yes ■ Yes

突起物、穴、くぼみ、斜面等で動物が傷害を受けるおそれはないか？ ■ Yes ■ Yes

教育訓練
飼養保管の方法、廃棄物処理の方法、逸走時や緊急時の対応、その他の
飼養保管施設での具体的な作業手順等を記載したマニュアル等が整備さ
れているか？

■ Yes ■ Yes

マニュアル等による動物実験従事者や飼養者への教育を実施している
か？

■ Yes ■ Yes

生活環境の保全 動物の死体および汚物の保管、処理等は適切に行われているか？ ■ Yes ■ Yes
施設は常に清潔に保たれているか？ ■ Yes ■ Yes
悪臭、騒音、害虫等の発生により、施設周辺からの苦情はないか？ ■ Yes ■ Yes

危害等の防止 飼育室や飼育装置は、動物が逸走しない構造及び強度を有しているか？ ■ Yes ■ Yes

関係者に、動物に由来する微生物感染、アレルギー、怪我に対する防護
措置（隔離飼育装置の設置、マスク、グローブ、ゴーグル等の着用等）
を採っているか？ 防護措置*3：

■ Yes ■ Yes

動物の数及び状態の確認のため、日常的な管理、点検、巡回等を実施し
ているか？

■ Yes ■ Yes

動物による危害防止に必要な情報（動物の取り扱いや実験に伴う病原体
や有害化学物質等に関する情報）の保有が共有されているか？

■ Yes ■ Yes

実験に無関係な者の立入制限をしているか？ ■ Yes ■ Yes
有毒動物（毒ヘビ等）を飼養保管する場合、抗毒素血清等の救急医薬品
の準備はあるか？ また、医師による救急措置が行えるか？

■ 該当せず ■ 該当せず

動物の逸走に備えた捕獲器具は備えられているか？ ■ Yes ■ Yes
人に危害を及ぼすおそれや環境保全上の問題のある動物（特定動物、特
定外来生物、遺伝子組換え動物等）が施設外へ逸走した場合の連絡先は
明確か？ 連絡先*3：

■ Yes ■ Yes

地震や火災発生時の緊急対応措置の計画が整備されているか？ ■ Yes ■ Yes
人と動物の共通感染症に関する知識の習得、情報の収集はされている
か？

■ Yes ■ Yes

⑨
施
設
等
の
維
持
管
理
状
況
視
察
結
果
等

飼養保管施設の名称
点検項目（根拠資料Cより転記）



⑨⑩施設等の維持管理状況（視察結果等）及び実験動物の飼養保管状況

動物飼育室１ 動物飼育室２

飼養保管施設の名称
点検項目（根拠資料Cより転記）

人と動物の共通感染症が発生した場合の学内連絡先は明確か？ 連絡先
*3：

■ Yes ■ Yes

記録管理
動物の入手先、飼育履歴、病歴等に関する記録台帳等が整備されている
か？

■ Yes ■ Yes

人に危害を及ぼすおそれのある動物（特定動物、危険な特定外来生物
等）には、個体識別措置が講じられているか？ 個体識別法*3：

■ 該当せず ■ 該当せず

輸送
動物の輸送に際し、動物の健康及び安全、人への危害防止の点で問題は
生じていないか？

■ Yes ■ Yes

備考

平成３０年５月
１７日第２回動
物実験委員会開
催後に視察。適
正に維持管理さ
れていた

平成３０年５月
１７日第２回動
物実験委員会開
催後に視察。適
正に維持管理さ
れていた

マウス52匹 ラット13匹

無 無

無 無

平成３０年５月
１７日第２回動
物実験委員会開
催後に視察。適
正に維持管理さ
れていた

平成３０年５月
１７日第２回動
物実験委員会開
催後に視察。適
正に維持管理さ
れていた

●  点検結果で、Noをチェックした場合には、備考欄にその理由を記入すること
●  備考欄の具体的事項*3を記入すること
●  点検は動物を飼育している状態で行うことを前提とするが、点検時に動物が飼育されていない場合は、飼育時を顧みて点検を行うこと

⑩
実
験
動
物
の
飼
養
保
管
状
況

動物実験委員会による視察における上記問題点の実態確認

動物実験委員会による視察結果、改善に向けた助言等の記録

飼養保管した動物種及び匹数（根拠資料Cより転記）

事故（動物の施設逸走や動物による危害等）の有無（根拠資料Cより転記）
その他、飼養保管に際して生じた問題等（根拠資料Cより転記）

防護措置*3：作業着を着衣。マス
ク、グローブ、キャップの着用、
アルコール消毒
連絡先*3：実験動物委員⻑、実験
動物管理者、当該動物利用の実験
責任者、担当事務局職員
連絡先*3：事務局総務課
個体識別法*3：該当せず
具体的事項*3：



 

 

 

動物実験に関する自己点検・評価報告書（平成２８年度） 

 

公立大学法人 前橋工科大学 

 

 

 

 

 

 

平成２９年９月 

 

 

 

 

 



Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

１．機関内規程 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合する機関内規程が定められている。 

 □ 機関内規程は定められているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 機関内規程が定められていない。 

２） 自己点検の対象とした資料 

   

  前橋工科大学動物実験取扱規程 

 

３） 評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 

  動物実験委員会、動物実験等の実施、実験動物の飼養及び保管、教育訓練、

自己点検・評価及び検証、情報公開等が規定されている。 

 

４） 改善の方針 

 

 

２．動物実験委員会 

１） 評価結果 

■ 基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 

□ 動物実験委員会は置かれているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 動物実験委員会は置かれていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

  前橋工科大学動物実験取扱規程 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 動物実験委員会を設置し、そこで動物実験計画に関すること、動物実験等の   

実施状況及び結果に関すること、施設等の管理状況、実験動物の飼養保管状況

に関することなどについて審議を行っている。 

４）改善の方針 

 



３．動物実験の実施体制 

（動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が定められているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。 

□ 動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 動物実験の実施体制が定められていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

前橋工科大学動物実験取扱規程 

各種様式 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 動物実験計画の立案、審査、承認、結果報告等に必要な各様式を定めている。 

 

４）改善の方針 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

 （遺伝子組み換え動物実験、感染動物実験等の実施体制が定められている

か？） 

１）評価結果 

■ 該当する動物実験の実施体制が定められている。 

□ 該当する動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点が

ある。 

□ 該当する動物実験の実施体制が定められていない。 

□ 該当する動物実験は、行われていない。 

 

２）自己点検の対象とした資料 

前橋工科大学動物実験取扱規程第９条及び別紙様式 

前橋工科大学遺伝子組み換え実験安全管理規程 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

当該実験をチェックし、その実験の詳細を添付させ、実験の実施体制の承

認ができている。 

４）改善の方針 

 



５．実験動物の飼養保管の体制 

 （機関内における実験動物の飼養保管施設が把握され、各施設に実験動物管

理者が置かれているか？） 

１） 評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

 

２） 自己点検の対象とした資料 

  実験動物飼養保管施設認定一覧 

  実験動物飼養保管施設設置申請書 

  実験動物管理者名簿 

３） 評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 実験動物飼養保管施設設置申請書により申請がなされ、動物実験委員会で

飼養保管施設として適合しているかを審査し、その結果により学長が飼養保

管施設として認定している。認定した飼養保管室（動物飼育室１，２）には、

実験動物管理者として生物工学科の教授を置いている。 

４） 改善の方針 

 

 



６．その他 

（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検･評価結果） 

 本学の飼養保管施設は基本的に繁殖を行わない小規模、短期の飼育室として

設置したが、抗体作製やサンプル投与などの長期飼育を伴う実験や繁殖実施に

対応出来るようにするため、施設環境の管理体制の改善を行った。 

 

 



Ⅱ．実施状況 

 

１．動物実験委員会 

 （動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たしているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

動物実験委員会会議録 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

委員会の開催は、規程改正等の重要な案件を審議する会議形式と実験計画

等を審議する書類審査（持ち回り開催）に分けている。 

平成２８年度は会議形式の開催は２回、書類審査（持ち回り開催）は１回

であった。 

 

４）改善の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．動物実験の実施状況 

 （動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が実施されているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

  動物実験計画書承認及び結果報告等一覧 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 動物実験計画は、委員会の審議を経て、学長が承認している。 

 平成２８年度については、適切に事務処理がなされた。 

４）改善の方針 

  

 

３．安全管理を要する動物実験の実施状況 

 （当該実験が安全に実施されているか？） 

１）評価結果 

■ 該当する動物実験が適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

□ 該当する動物実験は、行われていない。 

２）自己点検の対象とした資料（安全管理上の事故等があれば、事故記録を対

象とする。） 

  前橋工科大学動物実験取扱規程第９条及び別紙様式 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

 安全管理を要する動物実験の実施については、実験の詳細を提出し、実験 

場所、使用施設及び実験方法を審査している。 

平成２８年度においては、事故等の報告はなかった。 

４）改善の方針 

   



４．実験動物の飼養保管状況 

 （実験動物管理者の活動は適切か？飼養保管は飼養保管手順等により適正に

実施されているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

  前橋工科大学動物実験取扱規程第１８条及び別紙様式 

  実験動物飼養保管施設認定一覧及び実験動物管理者名簿 

  前橋工科大学実験動物飼養保管マニュアル 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

  入舎・退舎届の事務処理については、平成２８年度は適切になされた。 

  動物の入舎時に実験動物管理者が検収するなど、適切になされた。 

４）改善の方針 

 

 

５．施設等の維持管理の状況 

 （機関内の施設等は適正な維持管理が実施されているか？修理等の必要な施

設や設備に、改善計画は立てられているか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

  前橋工科大学動物実験取扱規程第４条及び第５条 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

  規程に基づき、学長及び実験動物管理者が施設等の維持及び管理を行って

いる。 

４）改善の方針 

 

 



６．教育訓練の実施状況 

 （実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練を実施して

いるか？） 

１）評価結果 

■ 基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に実施されている。 

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

  平成２８年度教育訓練資料 

  平成２８年度教育訓練受講者名簿 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

  平成２８年度の実験計画に従事する全研究者等（従事予定者も含む。）に受

講義務を説明し、３回に分けて適宜開催した。講師は、本学実験動物管理者

の教授が担当した。 

４）改善の方針 

 

 

７．自己点検･評価、情報公開 

 （基本指針への適合性に関する自己点検･評価、関連事項の情報公開を実施し

ているか？） 

１）評価結果 

□ 基本指針に適合し、適正に実施されている。 

■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

□ 多くの改善すべき問題がある。 

 

２）自己点検の対象とした資料 

  自己点検･評価事項（自己点検･評価報告書チェックリスト） 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

平成２８年度末に全ての自己点検・評価事務を完了することができなかっ

た。 

４）改善の方針 

点検･評価に遅れが生じないように努める。 



８．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

動物実験に関する現況調査票 

 

公立大学法人 前橋工科大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年９月 

 

 



１．動物実験に関する組織 

機関長 前橋工科大学学長 

事務担当者 

  同連絡先 

学務課地域連携推進センター事務室長 

Tel:027−265-0111 

動物実験委員会 

１号委員 実験に関して見識を有する本学教員 

２号委員 実験に関して見識を有する者（本学教員でない者に限る。） 

３号委員 実験動物管理者 

４号委員 事務局長 

 

２．動物使用数 

動物種 概 数 

平成２８年度 

マウス 682 

ラット 76 

モルモット 2 

 

３．年度毎の承認された動物実験計画数 

動物実験計画数 平成２８年度 

17 

 

４．年度毎の動物実験に関する教育訓練の受講者数 

教育訓練受講者数 平成２８年度 

80 

 

５．実験動物飼養保管施設の現況 

 １）実験動物飼養保管施設 

施設の名称 実験動物管理者の職

名 

動物種 最大飼養頭数 

動物飼育室１・２ 生物工学科教授 マウス 80 

ラット 20 

ウサギ 0 



ネコ 1 

モルモット 5 

 

 ２）実験室及び一時保管施設（４８時間以内の一時保管を含む。） 

施設の名称 実験動物管理者の職名 

 

動物種 最大飼養

頭数 

生理学実習室 734 生物工学科教授 マウス・ラット 10 

第１実習準備室 736 生物工学科教授 マウス・ラット 10 

学生実習室 738 生物工学科教授 マ ウ ス ・ ラ ッ

ト・モルモット 

30 

クリーンルーム 341 生物工学科教授 マ ウ ス ・ ラ ッ

ト・モルモット 

10 

食品機能工学実験室

332 

生物工学科教授 マ ウ ス ・ ラ ッ

ト・モルモット 

10 

基礎生物工学実験室 

334 

生物工学科教授 マウス 10 

生物工学科学生実験

室 313 

生物工学科教授 マ ウ ス ・ ラ ッ

ト・モルモット 

10 

食品機能工学研究室 

354 

生物工学科教授 マウス・ラット 10 

廃棄物保管庫 730-4 生物工学科教授 マウス・ラット 10 

 

６．特記事項（動物実験に関連した機関の特徴や特殊事情） 



平成２９年度 第１回動物実験委員会 会議概要 

 

１．日 時    平成２９年６月２１日(水) 午後４時００分～午後５時００分 

２．場 所    １号館 ２階 会議室２ 

３．出席者  委 員 長   ■■■■ 

委  員  ■■■■、■■■■、■■■■、■■■■ 

事 務 局  ■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、■■■■ 

 

４.会議の状況 

 （１）動物実験教育訓練講習会の実施結果について 

    委員長から、次第に基づき今年度の実施状況について報告があった。今年度より、教員は３年に１

回、学生は毎年受講することとなっていること、仮配属の学生向けには秋に講習会を実施すること

を確認した。 

 

 （２）動物実験に関する自己点検・評価報告書について 

    委員長から、報告書について説明があった。会議資料Ｐ20～23 の「申請日」及び「実験実施期間」

は西暦での記載を和暦に修正すること、また、会議資料Ｐ23 の「報告等の区分」未記載の部分を

修正することを確認した。 

 

 （３）動物実験報告書について 

    提出された報告書について、計画に即して適正に実施されたとの確認がなされた。委員からの指摘

事項については、修正後に承認とし、委員から申請者へ修正を依頼することとなった。 

 

 （４）動物実験計画承認申請書について 

    委員からの指摘事項については、修正後に承認とし、委員から申請者へ修正を依頼することとなっ

た。また、実験実施期間に関して、終了（予定）日を年度終了（３月３１日）に統一することとし

た。 

 

 （５）動物実験計画（変更・追加）申請書について 

    委員からの指摘事項については、修正後に承認とし、委員から申請者へ修正を依頼することとなっ

た。また、学生の卒業を理由とする実験従事者の変更についてはチェックボックスで対応できるよ

うに様式を変更することを確認した。 

 

 （６）動物実験の外部検証について 

    ■■■■及び■■■■より積極的に外部検証は受けるべきとの説明があり、今年度には外部委託の

ための予算を要求し、来年度に実施することを確認した。 

 

 （７）その他 

（実験動物慰霊碑について） 

    慰霊碑設置に向けて、動物実験委員会で仕様や費用について資料としてまとめ、今後の総務委員会

に議題として提出することが確認された。 

     



平成２９年度 第２回動物実験委員会 会議概要 

 

１．日 時    平成２９年１０月４日(水) 午後４時２０分～午後４時４０分 

２．場 所    実験棟１ １階 多目的スペース 

３．出席者  委 員 長   ■■■■ 

委  員  ■■■■、■■■■、■■■■、■■■■ 

事 務 局  ■■■■、■■■■、■■■■、■■■■、■■■■ 

 

４.会議の状況 

 （１）動物実験教育訓練講習会の開催時期について 

    三年生の仮配属も終わったので、１０月１１日（水）１３時から開催することで確認された。講師

については■■■■が行うこととなった。 

 

 （２）動物実験計画書及び変更・追加申請書の記載内容等の周知について 

    来年度から外部審査を導入することをふまえ、今一度書類の記載のポイント、記載例など、書き方

を確認する機会として教員に向けた講習会を３月中に開催することを確認した。 

 

 （３）その他 

    ・来年度の外部検証は予算建てする方向で進んでいる。 

     外部検証の内容とすると、基本的には申請前年度の書類の検証、現地審査がある。 

    ・慰霊碑は、現在実験棟１南側にある石に彫る形で調整する。業者から見積もりが出てきたところ

でまた検討することとされた。 
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自己点検・評価事項チェック票 

 

対象機関が「自己点検・評価報告書」を作成する際に参考となるよう、基本的な点検・評価事項を示します。本プログラムにおいて、調査員はこ

れらの項目について基本指針への適合性並びに実験動物飼養保管基準の遵守状況を検証しますので、自己点検・評価にあたってはこれらの事項を

チェックしてください。（記入欄は、自由に使って構いません。記入したものを提出していただく必要はありません。） 

 

 

 

項目 事項 適 

一部

に問

題あ

り 

否 
問題点は？ 

根拠となる資料は? 

Ⅰ．規程及び体制等の整備   
 

 

１．機関内規

程、組織の体制 

 

基本指針および実験動物飼養保管基準に則した規程が策定され

ているか?（実験動物飼養保管基準に沿った具体的な内容は、飼

養保管施設ごとに定める飼養保管マニュアル等に含めてもよ

い。） 

○ 
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１．機関内規

程、組織の体制 

■ 研究機関の長の責務 

■ 動物実験委員会 

■ 管理者・実験動物管理者 

■ 動物実験等の実施方法 

■ 実験動物の飼養及び保管 

● 飼養及び保管の方法 

● 施設の構造等 

● 生活環境の保全 

● 危害の防止 

● 人と動物の共通感染症に係る知識の習得等 

● 実験動物の記録管理の適正化 

● 輸送時の取扱い 

● 施設廃止時の取扱い 

● 実験等を行う施設 

● 実験動物等の譲渡 

■ 動物実験等の実施施設の維持管理 

■ 教育訓練 

■ 自己点検・評価及び外部の者による検証 

■ 情報公開 

   規程４条 

規程６～８条 

規程５条 

規程９～２１条 

規程１８条 

規程１８条 

規程２２条 

規程２４条 

規程２３条 

教育訓練講習会にて対応 

規程１８条 

規程１９条 

施設等廃止届にて対応 

規程２２条 

譲渡の規定なし。譲渡は想定していない。 

規程２２条 

規程２５条 

規程２８条 

規程２９条 

実験動物の購入について、学内ルールを定めて

いる 

（平成２９年度、新規作成した。） 

必要に応じて細則、内規等を定めているか? ○   

機関の長、動物実験委員会、飼養保管施設の管理者、実験動物管

理者、動物実験責任者等の関係を示す組織体制図はあるか? 
○ 

  

２．動物実験委

員会 

動物実験委員会が設置されているか? 
○ 
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２．動物実験委

員会 

委員会の役割に以下の事項が含まれているか? 

■ 動物実験計画の審査と審査結果の機関長への報告 

■ 動物実験の実施結果に対する助言 

   規程１０条 

規程１５条（適正に実施されたことの確認を委

員会に求める。） 

規程７条第１項第１号 

規程７条第１項第２号 

規程７条第１項第４号 

規程７条 

動物実験委員会の委員には、以下の者が含まれているか? 

■ 動物実験等に関して優れた識見を有する者 

■ 実験動物に関して優れた識見を有する者 

■ その他学識経験を有する者 

■ 上記の 3 種のカテゴリーの委員会構成が機関内規程、動物 

実験委員会規程等に明記されている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

３．動物実験の

実施体制 

 

 

 

 

 

 

動物実験計画にかかわる各種様式は定められているか? 
○ 

   

 

 

動物実験終了・中止報告書は 

動物実験計画書に含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の様式はあるか？ 

■ 動物実験計画書 

■ 動物実験結果報告書 

■ 変更追加承認申請書 

■ 飼養保管施設設置承認申請書 

■ 実験室設置承認申請書 

■ 施設等廃止届 

■ 動物実験終了・中止報告 

   

動物実験計画書には、次の事項の記入欄が含まれているか? 

■ 動物実験等の目的 

■ 動物実験等の具体的方法 

■ 代替法の検討 

■ 使用動物種 

■ 使用動物数 
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３．動物実験の

実施体制 

■ 使用動物の遺伝学的（系統等）・微生物学的品質 

■ 飼養保管場所・飼養保管条件 

■ 実験を行う場所 

■ 麻酔法、安楽死法 

■ 苦痛度分類 

■ 人道的エンドポイント 

■ 動物死体の処理方法（生活環境の保全） 

■ 特殊実験区分（関連委員会への申請状況を含む） 

４．安全管理を

要する動物実

験の実施体制 

安全管理に留意すべき動物実験について、以下の実施体制が定め

られているか? 

� 病原体の感染動物実験 

� 有害化学物質の投与動物実験 

� 放射性物質の投与動物実験 

� 遺伝子組換え動物を用いる実験 

� 安全管理を要する動物実験は行わない 

    

 

該当なし 

該当なし 

該当なし 

麻薬・向精神薬の使用について、行政への必要な手続きを行って

いるか？ 

   

５．実験動物の

飼養保管の体

制 

機関の長は、機関内の飼養保管施設を把握しているか？ ○    

飼養保管施設に実験動物管理者が置かれているか? ○   

実験動物飼養保管基準に沿った飼養保管手順書やマニュアル等

が定められているか? 
○ 

  

逸走時の対応を定めているか? ○   

地震、火災等の緊急時の対応を定めているか? ○   
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６．実施体制に

おいて、特記す

べき取り組み 

 

○ 

   

Ⅱ．実施状況 

１．動物実験委

員会 

動物実験委員会は、動物実験計画の審査を実施しているか? ○    

動物実験委員会は、動物実験の実施結果に対する助言を機関の長

にしているか？ 
○ 

  

動物実験委員会の議事録は保存されているか? ○   

２．動物実験等

の実施状況 

機関の長は、委員会の審査を経て動物実験計画を承認あるいは却

下しているか？ 
○ 

   

 

 

 

平成２９年度実施 

動物実験責任者は、実施結果報告書を提出しているか？ ○   

動物実験責任者は、動物実験の自己点検票（様式２－１）を提出

しているか？ 
○ 

  

動物実験は３Ｒs の理念を遵守し、適正に実施されているか？ ○   

機関の長は、動物実験の実施結果を把握し、必要な改善の指示を

行っているか？ 
○ 

  

３．安全管理を

要する動物実

験の実施状況 

動物実験は安全に実施されているか？事故等の発生はないか？ ○    

必要な安全設備が整備されているか? 

（例：感染実験室、陰圧飼育装置、安全キャビネット、オートク

レーブ等） 

○ 

  

安全管理を要する動物実験に関連する委員会の間で、必要な情報

共有がされているか？ 
○ 

  

 実験動物管理者は、飼養保管基準に従って活動をしているか？ ○    
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４．実験動物の

飼養保管状況 

（飼養保管施設の管理及び保守点検、動物の数や状態の確認等）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度実施 

飼養保管手順書、マニュアル等には、以下の事項が含まれている

か? 

� 動物の搬入、検疫、隔離飼育等 

� 飼育環境への順化又は順応 

� 飼育室の環境条件（適切な温度、湿度、換気、明るさ等） 

� 飼育管理の方法 

� 健康管理の方法 

� 逸走防止措置と逸走時の対応 

� 廃棄物処理 

� 環境の汚染及び悪臭、害虫の発生等の防止 

� 騒音の防止 

� 施設・設備の保守点検 

� 実験動物の記録管理、記録台帳の整備 

� 緊急時の連絡 

   

実験動物の飼養保管は、飼養保管手順書やマニュアル等に従がっ

て、適正に実施されているか？ 
○ 

  

各飼養保管施設において、実験動物飼養保管状況の自己点検を行

っているか？実験動物飼養保管状況の自己点検票（様式２－２）

が提出されているか？ 

○ 

  

実験動物飼養保管状況の自己点検で重大な問題は認められない

か？委員会等による必要な指導はされているか？ 
○ 

  

５．施設等の維

持管理の状況 

飼養保管施設は、基本指針や飼養保管基準等に従い適正に維持管

理されているか？ 
○ 
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５．施設等の維

持管理の状況 

 

委員会等による定期的な調査、視察等が行われているか？ ○ 
  

関係者以外の者が立ち入らないよう、施設のセキュリティや入退

室の管理がされているか？ 
○ 

  

施設管理者は、以下の事項について点検しているか？ 

■ 整理整頓はされているか? 

■ 老朽化箇所、補修の必要な箇所が放置されていないか？ 

必要な改修・更新計画は立てられているか? 

■ 空調、給排水等の設備は、適正に保守、点検がされてい 

るか？ 

■ 飼育室の温度、湿度、換気等の環境条件の記録は保存さ 

れているか？ 

■ 圧力容器等の法定点検を実施しているか？ 

   

 

 

 

 

６．教育訓練の

実施状況 

 

 

 

 

 

 

機関の長は、動物実験実施者や飼養者等に対する教育訓練を実施

しているか? 
○ 

   

教育訓練の実施記録は保存されているか? 

（教育訓練の日時、講師の氏名、受講者数、受講者氏名、教材等） 
○ 

  

教育訓練には以下の内容を含んでいるか？ 

■ 法令等、機関内規程等 

■ 動物実験の方法及び実験動物の取扱に関する事項 

■ 実験動物の飼養保管に関する事項 

■ 安全確保、安全管理に関する事項 

■ 人獣共通感染症に関する事項 

■ 施設等の利用に関する事項 

■ その他、適切な動物実験等の実施に関する事項 
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６．教育訓練の

実施状況 

実験動物管理者、実験実施者、飼養者の別に応じて必要な教育訓

練を実施しているか？ 
○ 

  

７．自己点検・

評価、情報公開 

 

機関の長は、基本指針への適合性・飼養保管基準への遵守状況に

ついて自己点検・評価を実施しているか? 
○ 

   

機関の長は、基本指針に従い、必要な情報公開を実施しているか? 
○ 

  

情報公開*は以下の項目を含んでいるか？ 

■ 機関内規程* 

■ 自己点検・評価の結果* 

■ 外部検証の結果*2 

■ 実験動物の飼養保管状況* 

● 動物種（哺乳類、鳥類、爬虫類）*3 

● 動物数（毎年の特定日の飼養数あるいは一日当たりの 

平均飼養数）*3 

● 施設の情報（飼養保管施設の総数並びに主要な飼養保 

管施設の名称）*3 

■ その他 

● 前年度の実験計画書の年間の承認件数＊3 

● 前年度の教育訓練の実績（実施月日、実施内容の概略、 

参加者数）*3 

● 動物実験委員会{当該年度 4月 1日時点での委員の構 

成（基本指針に示された 3通りの役割ごとの委員の所 

属部局及び専門分野）}*3 

● その他 
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*：基本指針で例示する情報公開項目を公開（原則 HP 上）する必要があります。*2：外部検証受審後では必須公開項目になります。 

*3：国動協会員校、公私動協会員では各協議会が要請する情報公開項目を公開する必要があります。 

8．その他（動

物実験の実施

状況において、

機関特有の点

検・評価事項及

びその結果） 

     


